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鶏肉の生産は近年その主体をブロイラーの生産によって行なわれるよう把なって来たが」そ  

の内賀はきわめて扱自であって、従来の鶏肉に比較するとその味はいわゆる「こく」がないた  

め、ブロイラーの肉質改尋への要望が高まってきている。このため把日本古来より飼螢され食  

鳥の代表であった軍掬把より肉質の改車を図り、より日本的な食用を生産するためブロイラー  

産業を育成するとともK近年飼拳羽数が減少し一部の愛好家忙よってわずか把保有されている  

状況と思われ、このため優良系統の罫劫の選抜、改良を通じてその特性針維持向上きせつゝ肉  

鞠としての基礎的な各種の事項を究明し、ブロイラー鶏稚の改良の基礁となる品種を確保改良   

するために郡旺おけるヨ王鞠の飼養の実態を把握すろために本調査を行なった。   

2．調査方法  

軍鶏ぐ普通軍鞠以上）は∴」琵K人員をさけて飼養Lており、また飼養同好者を教えることを   

しないのが建前のようであるので飼蕃羽徽の多い愛好者K接近しその影響力のある範囲を知り  

■戸別に鯛還しながらさらにその馳係老を知る方法をとるとともK、また日本鶉愛好者による金の  

組級（秋川日本勢保存会、全日本極秘保有金、′J＼型軍鶏保有金、八王子禽友会、東京私費鳥友   

の会）を通じて調査し地壊別に羽数を集計し、飼蕃管理、育種、軍務食事についてはその中の  

多羽数飼華者について現地把おいて調査した。  

（1）調査場所   

ア ノj、平市小川町  

イ 国分寺市並木町  

ウ 国立市谷保町  

工 秋川市野辺町  

オ 青梅市千ヶ瀬町   

5．調査結果  

（1）東京都における軍鶏の飼器羽教と現状  

東京都償おける軍鶏の飼蕃状況は、二つの流れ灯よって互に交流しあっている。そのうち  

の一つほ日本勢保存会とか協会の名称のもとでその会員中で愛好者によって少羽数（ニ羽車  

－147－   



か三羽蕃）程度の飼養である。これらの会員は軍粗のうちでも小型軍鶏の飼奉が多い。その  

二つは金把所尾することなく独自の愛好Kより飼奉しでいる人々でぁる。これらの人々が相  

互に交流しあって近親の弊等々防ぎながら繁殖、縫推しているのが現状である。   

組級としては公認の全日本家禽協会（会長 加藤遜彼氏）があるのみであとは申合せの会   

で、秋川日本鞠保存会〔会長 森田常司氏）会員5口名、またチ1・ポ保存会から分立した」、  

型軍掬保存会（会長 玉居子幸七氏）、東京都愛鳥友の会（会長 中谷勝二氏）等がある。   

地域別にその飼養をみると、どの地域忙あっても1戸の飼覆羽教は二羽番または三羽番程  

慶が主体で特殊愛好家打なると1ロ口羽睾匪飼馨している特別のものもある。   

飼養戸数、羽徽についてほ飼養か少規模で調査陀入らなかったものもあると思われるが会  

員組織と同好者を中心とLた、いもづる式調査では区内1  戸。1＿55る羽。  

5n戸。1戸0羽。南多摩地域52戸亡251羽。北多摩地域1  40羽で、′N紺軍  

ま射ま愛玩用であり、普通軍熟ま特殊の愛好により飼奉されており食肉を目ポとして鋼業して   

いろものではないが郡内忙あって軍鶏肉を年間1．800羽の生産目標比して飼育場を應汐卜把  

持って飼育托心かけるものもある。  

地域別飼塞羽離は、表一1のようであるぐ  

表1．地域別軍鶏の閏養羽数  

南 多 摩    両   

靂1  雌  計  雄  蝶  一計  推    ●  151  1占5  ≡占S  桓  252  15  1占  29  8  10い8   I4  1〔鳩  72  180  1竺1ヱ吐竺逗    毒25る          計  推   雌  膏十  珪  堆  計  モ55  252  97  529  1，5〔j2  る89  2．191  18  I4  ロ  い1  田  占る  15占  251  毒25る  皇104  54（〕  【1．572 n  755  2527   
（2）訴査蓼例の概況  

調査場所は普；亀節濁を主体として蕃殖L愛好家把販売している事例は、ア オ．。  

自己の特殊愛好のため旺蕃殖し同好老化譲渡している、イ．ウ．エ，であってお互いの聞は直接   

または担t砕に又糀が行なわれているし飼馨管理の状況は大差がないので各調査事項な総括的   

忙記聴する。  

7．晶稗、普通軍鶏、赤笹系統が大部分で、′j、羽数淡黄■黒・白系統の混飼がみられた。調  
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査事例 エ．オ．  

イ．個別飼養叡  

調査率例   ア   
【 
ィ  ゥ  l エ   

ヨ       十  雄  5（】  5D  4D 2〔）  5〔】  20 10  雌  2 0  2 0   2 ロ  計  7 0  」70【占□ ⊥＿，【▼〝⊥一∽一＿．．＿＿＿   7 0   50 ‖   
ウ・鶏舎構造（別表）  

エ．飼養管理  

ぐカ 育成管理  

現在の軍鶏の用途は主として闘鶏用であろため把稚魯として鮫用している鍬ま閑争忙   

襲い貌を生産した父母を長年把わたって倒幕L■ている。また園争も、四ツ相撲型、前筒   

型、バック攻撃型、梯げり塾．軋閑争の性格も速攻王軋速攻彗笠の好みも敦好者把よって  

異なるがそうしたなかにあって闘争に難い仔を生落した熱が稚鶏として飼養されているハ  

これは調査場所全体（7～カー）か傾向である。  

啓例 7ほ県外主として秋田県より大剋料や、閑争性のみならず賢治の外型特徴の良  

いことも目標にしで繁殖を実屈している。  

ふ化忙ついてほ他の粥査場所把おいても同じであるが臥嬢幾を飼蕃して母幾ふ化を行  

なっている。  

召すうはそのまゝ母親Kよる督すうと育すう器把取りあげて電球シてよ材保温により人  

工管すうを英施している。  

督すう箱はさまざまであるか、7U（Ⅶ×9口脚前後の柏に温顔部と運動場の置」を「の  

れん」で境をして温鯨は40～占OWの暑過勺宝塚を使用している。保温期間は季節天候  

把よって異なるが床面の乾燥を図ることをねらいとして比較的沖j間にわたって保湿して  

いる。平均£週間程であろ  

一般的の習熟ま採卵の場合と同じようであるが雌は必要羽数を残してあとは早期に淘  

汰している。闘争による事故死亡に対Lてほ色々と苦労しているようであるが、二週令  
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頃より闘争が始まるがその頃は遊戯的であって死亡打結びつくことはないが、四週令以降   

になろと死亡打直結してゆく。したがって槻争把より傷ついた個体を一日隔離すると顔面   

が腱残してくるから、こうなった個体を同一垂内に塀零することにより啄くことの痛さを  

知って喋くことがなくなる。またさら把財間が過ぎてからは他の鶏種を疎かれ律として  

混飼する専の方法忙よりでき得るかぎり集団飼育の出来得るようにしているが大すう期～  

成鶏期忙入ってからほ熟ま個別飼饗している。個別飼いは軍鶏舎7～オ．籠飼いり、であ   

る。  

1推K5雌程度を配雄し、採種しない時耕は別飼している。多く   は舎飼 

いイ7～オ）また は放飼（ア・・オ）であるが別開削には飼巻鶏の一部であるがケー   

ジ陀入れている場合もみられる。事例7■オ。  

皐例ア．の鶏は他の調査場所イ～オまで入っているし、また逆に直援、間接常アのところ   

へも入っている。  

事例オは申すう期より放飼している。放飼している場所が広いためか閑争死ほ少ないよ  

うである。   

軍鶏食に収容されている場合二階確軍勢舎の瘍合ほ下段は成鶏で上段l土中、大すうを収  

容している。事例7～エ。  

委託育成もさまぎまな状態Kおいて行なわれている模様である。  

（イ）成鵜管理   

成鞠管理陀特異点は闘争佐トレ∴一ニンクである。これほ日令5□0日嘩より始める。囁、   

距なビニ【ルテwプ、布等で覆い傷箸が起らないようにして行ない、トレーニンクの時間   

は1ロ分程匿より始め、体調忙充分注意しながら次衆虻時間を長くしてゆき5D分行なっ   

て15卦体み50分行なう。トレーニこ＝／ク前忙飼料を月・えないbトレーニング後は顔面か   

らロ防食遺等を水洗いする。これをおこたると粘液が充潤して以降健康を阻害するく，雄を   

収容していろ倉ほ解義が見えないように目かくしの板をし、胆争を起さないよう托してい  

る。  

拒（蹴爪）の管理は交配期には雌の外傷を防止するため忙鉄涜で切断し周りにやすりが   

けして円くしている。切断の初期は距の発育して1dⅥの頃旺行ない、以降伸びてきた部分  

はまた切断している。  

（ウ）産卵性能  

産卵能力は個体差が甚しく、また卵霧善が多く、産卵は寿が主で、就果の発現で一時停  



止産卵を繰返して休産に入るがその産卵数は明らかではなかった。  

巨）飼料  

幼すう期は≠ックフードを使用しているが、以降由飼料はさまざまであり大すうから   

成簸では穀類を主体とした、育米、とうもちこし、廠餌を給与している、採卵鶏の育成   

から成殉‘までと同一飼料を給与してゆくと聯の弱い鞠にな予という意見が5例ともあっ  

た。飼料の事例加給与方法は次表のようである。  

事例別飼料の給与方法  

一   イ  7  

チックフード  
練  餌  岡  

育米っとうもろ七 こし 

′・川魚を混合 して給与  

採卵鶉申すう飼料  
に適宜育米とうも  
ろこしを混合して  
給与  

と20日以降5ケ月  左に同じ  採卵鶏申すう飼料  
忙／J＼蒙・とうもろ  

こし〇育米を混合 して給与  

す
 
 

，
中
 
 

豊橋、成那粒飼【左に同ド  大すう飼料托同上  
混合  大すう飼料忙穀類 川魚を混合  

左に同じ  

回 生  同  上  鵜飼料に穀鄭規  同  上  成鵜飼料托同上混  

ロイラ→飼料の  基礎飼料に穀類の  
配合割合は明確で  
ないがその時の状  
況により異なるよ  
うである  

穀類が多い時はノl   左把同じ  け●   

・ 
こ ∴＼～、  

きりした鋸締約蘭  
与区分はない   

区分飼料はな＼  

上表のように幼すう期はチックフードを練餌で給与しでいるが、申すう期以降は育米、   

とうもろこしの主体飼料を給与している場合が多いが，明確にその配合割合や給与親間  

等はわからないがいづれにせよ飼料の入手の状態鶏の状後により適宜給与レnへるよう軋思われ  

る。ほっきりとした方法を行なっているのは事例アのみである。蹴合前後忙おける飼蓉   

等もそれぞれの方法が行なわれているようであるが、その主体飼料は育米のようであっ   

たが明確に開き出すことは出来なかった。  
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匝）衛生  

鶏痘、ニューカッスル病の予防はそれぞれ5ケ所とも忙予防接種を実施していた。ニ  

ューカッスノレ病については採卵鶏より軌、ように思うと言っていた。7、エ。  

特殊な蒋であるだけに環境の清掃は各戸とも忙良い状況町あった。ニューカッスル病  

の予防接種のブログラムにし．たがって行なっている駅ではなく周囲の発生状況陀よって  

＼、、 雲型少るようである。イ・九7iまひなの時期と夏と冬の三回実俺しており・瑳秤量も  

採卵鶏より体重があるから倍量を接種している。  

むすび  

ブロイラーの肉質改善を軍鶏を利用して行なうぺく，その基礎渇を導入するためと都におけ  

る飼養羽教、飼養の実態を知り今後の試験飼育の参考資料を得るために調査を行なったか、飼  

寒されている策鰍ま分類上では普通軍鵜であって、大軍絢は僅かに存在Lているが、中軍鶏は  

みられず、小軍鶏は領慣用として飼育され、普通周瀾とはその飼養グループが異なっている。  

羽色による分数は、赤笹系統と黒が主体であって、浅華が僅かにみられたが、元来軍鶏は闘  

争か目的とするが故に羽色については白色が練らわれるが他の色については余り考慮されてい  

ないようである。  

羽毛畳については古来の軍鶏は咽喉下部より羽毛疎となり皮膚が裸出するものを多く見かけ  

たが近来の軍硯（調査時点狂おける）ほそのような個体を見ることほなく、闘争目的から羽毛  

凱な増し、傷害の予防を無意識のうちにそのような方向忙向かったものではないかと思慮され  

る。  

産卵性能等経済的諸要因になる事項托ついては、ほとんど適格の回答は待られなかった。  

観賞用、あるいほ脚争用として飼養されている関係もあるが、日本古来からの殉難が外貌的  

な耐の調速ほあってもその他の面の調査は少なく、次第K減少しつゝあることほ、古来より飼  

育され文化財として現代に引継がれた貴重なる遺産が民間の特殊家把より備かに維持きれてい  

ることは滅妃心もとないことて、今後一層各種の事項について調査研究の必賓を感じられた。   



（乙讐≡慧芸  

（2）1  

軍鶏 鶏舎構造   

柱 角材2寸   

板 4分板  

ヌキ 0．5×5寸  

前面は0．8×1寸の′J、割  

屋根材は派剋トタン   

床面ほ土間  平間飼老台  

調査場所 番号と飼養方法  

7 平面と二段飼養   雌は放飼  

イ 平面と二段飼番  雌は放飼  

り 平面と二段飼蕃  封如ま放飼  

工 平面と二段飼養  雌は山林に放飼  

オ 平面飼蕃  雌は単飼ケージ飼拳  

前 面  

川川川川川川川川川  

・一一一一一J∴「 － ‾‾■■■■■■→   
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前面の構造   


